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コンベンション先進事例調査報告書 
 

 

 

 

調査者 函館市観光アドバイザー会議       座長 番 匠   勲 

    函館市商工観光部観光振興室観光課企画担当主査 池 田 敏 春 

調査同行者 函館国際観光コンベンション協会   専務理事 吉 田 明 彦 

 

 

 

１ 出 張 地   岡山市，倉敷市，佐世保市，長崎市 

２ 出張期間  平成２０年１月１５日（火）～１８日（金） 

３ 出張場所  倉敷市役所ほか 

４ 出張内容  別記のとおり 

５ 所  見  別記のとおり 
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Ⅰ 調査内容 

「函館市観光アドバイザー会議」における継続的討議テーマである「コンベンショ

ン」に関し，今後の討議資料の収集とさらなる振興策の検討に資するため，番匠座長

とともに先進事例を調査研究した。また，当該調査には函館国際観光コンベンション

協会 吉田専務理事も同行した。 
以下にその内容を記す。 

 

 

１ 日程および訪問先（施設）  

平成２０年１月１５日（火）～１８日（金） 

・１月１８日：岡 山 株式会社岡山コンベンションセンター 

           →岡山コンベンションセンター（ママカリフォーラム）  

・１月１９日：倉 敷 社団法人倉敷観光コンベンションビューロー 

           →倉敷市民会館 

       岡 山 岡山市経済局観光課 

・１月２０日：佐世保 財団法人佐世保観光コンベンション協会 

           →アルカスＳＡＳＥＢＯ 

       長 崎 社団法人長崎国際観光コンベンション協会 

・１月２１日  〃  →長崎ブリックホール 

 

 

２ 調査先選定理由 

   岡山：座席数７００程度の中規模ホール「ママカリフォーラム」を積極的に活用

し，運営会社の収支黒字化が図られている数少ない事例であることに着目。 

   倉敷：人口規模でいえば当市とは比較にならないが（４７万人），我が国有数の

観光都市・歴史を生かしたまちづくりを進めている・県庁所在地ではない・

優れたコンベンション施設を有していない（Ｓ４０年代建築の倉敷市民会

館：２０００席）こと等，当市との共通点が多々あることに着目。 

   佐世保；人口２５万人・県庁所在地から離れている・港町といった当市との共通

点に加え，「事務局代行」という稀有なサービスを展開していること，さら

にインターネットをフル活用したコンベンション誘致を図っていること等

に着目。 

   長崎：開港５都市，当市と同規模の観光入込客数，インターネットをフル活用し

たコンベンション誘致を図っていること等に着目。 
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３ 調査のまとめ（その１：総括事項） 

区 分 岡山市 倉敷市 佐世保市 長崎市 比較（函館市） 

調査先選定理由 

座席数７００程度の中規模ホール「ママ

カリフォーラム」を積極的に活用し，運

営会社の収支黒字化が図られている数

少ない事例であることに着目。 

歴史を生かしたまちづくり・県庁所在地

ではない・優れたコンベンション施設な

し（Ｓ４０年代建築の市民会館：２千席）

こと等，共通点が多々あることに着目。 

県庁所在地から離れている・港町，「事

務局代行」という稀有なサービスを展

開，インターネットをフル活用している

こと等に着目。 

開港５都市・当市と同規模の観光入込客

数・インターネットをフル活用したコン

ベンション誘致を図っていること等に

着目。 

 

人口 ７０．１万人 ４７．２万人 ２５．４万人 ４４．８万人 ２９．０万人 

H18 観光入込客数／宿泊数（宿泊率） ４５５万人／２４１万人（５３％） ６７９万人／１０４万人（１５％） ４７２万人／１２８万人（２７％） ５６９万人／２５３万人（４４％） ４８６万人／３１０万人（６３％） 

H18 コンベンション実績 ５９件／４．３万人（補助ベース） ２７４件／１０．５万人 １８件／０．９万人（補助ベース） ９８２件／３３．６万人 ９２件／５．３万人 

コンベンション振興業務担当機関 
市直営（任意団体として岡山コンベンシ

ョンビューローを組織） 

(社)倉敷観光コンベンションビューロ

ー 

（財）佐世保観光コンベンション協会 (社)長崎国際観光コンベンション協会 (社)函館国際観光コンベンション協会 

 

CV 協会会員数／会費収入 
－ ５４２件／７００万円 ４５０件／５３５万円 ４８４件／２６３９万円 

（うち市６３５万，会議所２００万） 

一般５６２件／７６６万円 

特別会費９1社／１，８１８万円 

市補助金額 １，０１３万円（直営ゆえ市事業費） ９，０００万円 １６，９５０万円 ６，７８９万円 ３，４４７万円 

収益事業の状況 － 収益事業繰入金２，９５０万円 収益事業６０，０００万円 特別会計収支＋２，５５８万円 販売事業特別会計収支▲１９万円 

事務局人員 
１名（市職員） １２名（プロパー１０，嘱託２） １０名（市派遣２，ﾌﾟﾛﾊﾟｰ５，民出向３） ２０名（市派遣３，ﾌﾟﾛﾊﾟｰ６，民出向１，

嘱託１０ ※H20 から市派遣１） 

７名（プロパー７） 

国際会議開催都市指定の有無 
有（日本コングレスコンベンションビュ

ーロー＝JCCB に１２０万円支出） 

無 無 有（JCCB に３６０万支出） 無 

コンベンション振興業務に関する市

と協会の役割分担 

Ｈ20 年度から観光協会に業務全般を移

管予定 

市が協会に全権委任（H１８年度までは

市とCV ﾆｭｰﾛｰとで業務が重複→市への包

括外部監査で「二重行政」との指摘～19

年度から市補助金交付＆業務一括移管） 

市が協会に全権委任 市が協会に全権委任 CV 協会が担当 

（H20 年度～誘致:市，受入:CV協会） 

主な誘致宣伝活動 

・国際ミーティングエキスポ（ＩＭＥ）

出展 

・ＣＶ研修会参加 

・ＣＶ観光関係連絡会議（岡山倉敷の関

係 5団体で，年２回程度情報交換会を

開催） 

・岡山県ＣＶ誘致・開催推進に係る意見

交換会（県内行政，団体，旅行会社等

２０団体で実施） 

・ＨＰ 

・ＩＭＥ出展 

・中国四国地区ＣＶ誘致懇談会出席 

・誘致セールス活動（各種団体本部事務

局および国交省，文科省，ＪＡ等セー

ルス：東京４回） 

・地元大学，各種団体等セールス（随時） 

・ＣＶ観光関係連絡会議（同左） 

・岡山県ＣＶ誘致・開催推進に係る意見

交換会（同左） 

・ＨＰ 

・ＩＭＥ出展（長崎と合同） 

・６地区合同セミナー（競合しない地区

＝仙台・新潟・松本・びわこ・高松と

連携し東京でセミナーを開催） 

・ＨＰリニューアル 

・ＩＭＥ出展（長崎と合同） 

・６地区合同セミナー（同左） 

・福岡市ＣＶセミナー 

・長崎市内ＣＶセミナー 

・ＨＰリニューアル 

・ＩＭＥ出展 

・首都圏ＣＶ主催者プロモーション 

・ＨＰリニューアル（Ｈ２０予定） 

主な情報収集活動 

・開催補助金の問い合わせ等で把握 ・市内ＣＶ施設，宿泊施設，大学，病院，

団体等へアンケート送付，年３回調査 

・JCCB「ＣＶ開催意向調査」により収集 

・ＩＭＥ，中国四国地区ＣＶ誘致懇談会

により情報収集 

・セールス活動による情報収集：川崎医

科大学，県，市，商工会議所，教育委

員会，その他主要施設等 

 

・ＣＶ誘致セールス活動（県観光連盟に

観光誘致・ＣＶ部長を出向させ，県内

情報を収集（同部長は月の半分を東京

での誘致活動に割いている） 

・地元大学，各種団体等セールス（随時） 

・ＤＭ配布（ＪＣＣＢのリスト等から，

東京に事務局のある団体や九州支部

のある団体１８００件を抽出，年３回

ＤＭ配布。※回答率は３％程度） 

 

・長崎市内での誘致活動（市内の関係団

体，事務局への訪問誘致活動：長崎大

学ほか５８９件） 

・電子メール，ＤＭによる情報発信（助

成金制度の変更点やセミナー案内を

２０００件送信） 

・首都圏ＣＶ主催事務局訪問 

（主催事務局等を６０件訪問） 

 

・市内の各種団体に照会し情報収集 

開催補助金 

MIN：100 人～199人：50,000円 

MAX：2,000人超：300,000円 

（補助金総額６２０万円） 

MIN：50 人～99人：30,000 円   

MAX：2,000人超：600,000円 

（補助金総額１，３００万円） 

MIN：100 人～199人：100,000 円 

MAX：3,000人超：3,000,000 円 

（補助金総額４００万円） 

MIN：200 人～299人：200,000 円  

MAX：3,000人超：3,000,000 円 

（補助金総額２，９８０万円） 

有（ただし要望に応じて。※前年に市補

助金予算要求） 

貸付金制度 無 無 無 有（最大２００万円） 無 

事務局代行 無 無 有（市出資法人が５００円／人で代行） 無 無 

開催地立候補提案書類の作成支援 無 有 有 有 有 

事前視察の受け入れ 

無 有（費用負担なし） ・長崎県，長崎市と合同で「長崎県ＣＶ

施設視察ツアー」（首都圏から１泊２

日で招へいするツアー）を開催 

・長崎県ＣＶ施設視察ツアー(同左) 
・国際キーパーソンの招へいおよび東京

での面談会  

・次年度の大会開催事務局を受け入れ 

紙媒体アイテム 

・ＣＶ施設案内冊子(A4・48 ﾍﾟｰｼﾞ) 

・グルメマップ 

・ＣＶ施設案内冊子(A4・56 ﾍﾟｰｼﾞ) 

・ＣＶリーフ 

・グルメパンフ 

・観光施設入館割引クーポン 

・ＣＶ施設案内冊子(A4・12 ﾍﾟｰｼﾞ) 

・ＣＶサポートリーフ 

・グルメマップ・パンフ等４種 

・観光施設入館割引クーポン 

・ＣＶ施設案内冊子(A4・76 ﾍﾟｰｼﾞ) 

・ＣＶリーフ 

・グルメガイドブック 

・観光施設入館割引クーポン 

・｢ｻﾝｷｭｳﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ(千円)｣MAX1700 円分 

・ＣＶ施設案内冊子(A4・28 ﾍﾟｰｼﾞ) 

・ナイトガイドマップ 

・施設割引パスポート 
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３ 調査のまとめ（その２：主要コンベンション施設の概要） 

区 分 岡山市 倉敷市 佐世保市 長崎市 比較（函館市） 

施設名称 岡山コンベンションセンター 倉敷市民会館 アルカス佐世保 長崎ブリックホール 函館市民会館 

外観 

     

内部（メインホール） 

     

設置者 岡山市 倉敷市 
ホール：県 

地域交流センター：市 
長崎市 函館市 

運営主体 
市が株式会社岡山コンベンションセン

ター（市出資 51%）に委託 

市が倉敷市文化振興財団（市出資 100%）

に委託 

県が市にホールを事務委託（市が財団法

人佐世保地域文化事業財団（市出資

100%）に全館委託） 

直営（長崎市観光部文化振興課） 
市が函館市文化スポーツ振興財団に委

託 

アクセス状況 ＪＲ岡山駅に隣接（約８０ｍ） 
ＪＲ倉敷駅から徒歩２０分 

（約１５００ｍ） 
ＪＲ倉敷駅から徒歩３分（約１５０ｍ）。 

ＪＲ長崎駅から路面電車で８分 

（約２０００ｍ） 

ＪＲ函館駅から路面電車で４０分 

（約 6300ｍ），空港からﾀｸｼｰで 10分 

建設年 平成 13年 
昭和４３年（老朽化が著しいことから，

H20.8 から１年かけて大規模改修予定） 

平成１２年 

 
平成１０年 昭和４５ 

整備費 ８２億円（用地費含まず）  
１５２億円（備品を除く） 

県：１２９億，市：２３億 
１６８億円（地域総合整備事業債）  

建設経過 

駅前土地区画整理事業により生じた用

地の有効活用のため計画。高層マンショ

ンと合築。 

 
駅前再開発事業の一環として計画。当初

計画時から建設まで１２年。 

「文化情報交流施設」として計画。当初

計画時から建設まで７年。 
 

施設延べ床面積  １０，１６７㎡ ２２，５９８㎡ ２１，８９８㎡ ７，２７７㎡ 

施設規模 地上４階，地下２階 地上４階，地下１階 地上６階，地下１階 地上６階，地下２階 地上４階，地下１階 

主な施設 

・メインホール７２０席（可動式） 

・ほか会議室等１０室 

・駐車場２６０台 

（施設周辺にも数百台分確保） 

・メインホール１９９６席（固定式） 

・ほか会議室等１０室 

・駐車場１８０台 

・メインホール２０００席（固定式） 

・中ホール５００固定（固定式） 

・イベントホール３５０席（平土間） 

・会議室等８室，和室２，茶室ほか 

・駐車場５５台（地下）        

 

・メインホール２００２席（固定式） 

・国際会議場５４２席（可動 416） 

・会議室等 11室，和室２，茶室ほか 

・駐車場１５６台（地下１５２，地上４）     

・メインホール１，３７０席（固定式） 

・小ホール５００（可動式） 

・展示室（平土間） 

・会議室３，和室１ 

・１１１台 

稼働状況 ８０％  ６０％ ６０％ 事業収入，５３００万 ７２％ 

運営収入 ７．０億円  ２．１億円 １．２億円 １億円 

運営費 ２．７億円（市の委託料支出ゼロ）  ４．７億円（うち委託料２．１億） ３．０億円（委託料） ３．２億円（委託料） 
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４ 岡山市視察内容 

  都市概況 

  ・人口／７０．１万人 

  ・観光入込客数／Ｈ１８：４，５５１千人（うち宿泊５３％ ２，４１０千人） 

  ・コンベンション実績／Ｈ１８：５９件４３，６４５人（補助金支出分のみ） 

 

コンベンションビューロー基礎データ 

  ・市事業費／１，０１３万円（市直営事業。うち開催補助金５００万円） 

・事務局人員／１名 観光課主事 

 

(1)聞き取り調査（岡山市経済部観光課）   

 岡山市においては行政内部に任意団体「岡山コンベンションビューロー」を設置，誘致

等の業務を市直営で執行（担当者１名・主事）している。なお，この機能強化を図るため，

平成２０年度には岡山観光協会に機能移転する予定とのこと。 

行政組織としてコンベンション支援を行うには限界（民間業者の峻別など）があること、

さらに観光コンベンションの「誘致」と「受入れ」窓口が同一であることが（利用者レベ

ルでは）重要であるとの認識の高まり，窓口一本化を図ることとしたとのこと。観光協会

への業務移転にあたっては，市から数名を協会に出向させる予定とのこと。 

    

 ＜面談者＞ 

 ・岡山市経済局長        渡邊憲明氏 

・岡山市経済局 観光課長    田中克彦氏 

・岡山市経済局観光課 課長補佐 亀井良幸氏 

・岡山市経済局観光課 主事   萩原 良氏 

 

＜調査の概要＞ 

 ①誘致宣伝 

ア 誘客活動の内容および事業費について 

   ・国際ミーティングエキスポ（ＩＭＥ）への出展，コンベンション研修会参加 

    （事業費２，８００千円） 

イ 宣伝活動の内容および事業費について 

   ・コンベンション施設案内冊子としてＡ４版４８ページ体裁の『CONVENTION CITY 

OKAYAMA』を定期的に更新し，ＩＭＥ等で配布している 

ウ 開催情報の収集について（産・学との連携について） 

   ・（後述する）開催補助金の問い合わせ等により，一定程度把握。旅行会社などから情

報が寄せられる場合もある 
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②受け入れ 

ア 開催補助金交付制度の内容について 

   ・「岡山市全国大会開催事業補助金」を創設済み。ただし，市補助金の場合は，予算決

算の手続き上，即応性に乏しいため，平成２０年度から観光協会への一括補助金支

出という形でハンドリングを移管する予定 

   ・MIN：100 人～199 人：50,000 円  MAX:2,000 人超：300,000 円 

   ・隣接する倉敷市の補助金は岡山の「倍」レベルとなっており，この引き上げを図る

方向で市財務当局と折衝中とのこと 

イ 貸付金の有無および内容について 

   ・なし 

ウ 補助金・貸付金の財源措置，負担区分について 

   ・補助金のうち１／２は，岡山県から市に対し間接補助あり 

エ 開催ボランティア組織の有無および活動内容について 

   ・なし 

オ 多言語対応（通訳）の状況について 

   ・医療系の国際コンベンションの場合は専門用語が多く，地元の善意通訳会レベルで

は対応しきれないのが実情ゆえ，主催者が「プロ」を同行させて対応 

カ 事務局代行業務の実施の有無，内容について 

   ・なし。市内で，それら業務を行う民間会社が興る…というのがベストだろう 

キ 開催地立候補提案書類の作成支援の有無について 

   ・なし 

ク 事前視察受け入れの有無，支援内容について 

   ・なし 

ケ  宿泊施設の割引の有無および内容について 

・なし 

コ  会議施設の割引の有無および内容について 

   ・市内の民間施設では柔軟に対応しているようだ 

   ・優先予約制度あり。公共施設の場合，条例上は１年前からの予約開始となるが，コ

ンベンションの場合は，各施設と市との協定により２年程度であれば予約を受け付

けている（ビューロー名で依頼文を提出→OK） 

サ  地域におけるＰＣＯ（コンベンション等を専門的かつ総合的に組織・企画・運営し、

そのサービスを提供する法人）の有無およびＣＶ協会との役割分担について 

   ・上記 カ に同じ 

シ  地域ランドオペレーターの有無およびＣＶ協会との役割分担について 

   ・なし 

ス  都市紹介資料および資料袋等の提供内容について 

   ・観光資料，手提げ袋等を各種配布 

セ  アトラクションの提案の有無および内容について 

   ・随時対応 

ソ  エクスカーションの提案の有無および代表的なエクスカーションの内容について 

   ・随時対応 
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タ  飲食資料等の有無およびサービスの提供内容について 

   ・グルメマップ等を作成。 

・観覧系施設入館割引入制度あり 

 

③その他 

ア 国際会議開催都市の指定の有無およびその効果，加盟負担金の額について 

     ・国際会議開催都市に指定されている。この指定とセットで，これまで JNTOの「国際

コンベンション誘致事業負担金」を１０数年にわたり年１，２００千円支出してき

たが，庁内で「効果なし」の評価もあって，来年度から負担金を支出しない予定 

イ  各種コンベンション振興団体への加盟状況，加盟負担金の額について 

     ・JNTO 以外では，「国際観光振興機構負担金（３０万）」，「日本コングレスコンベンシ

ョンビューロー負担金（８０万）」 

     ・このほか，倉敷，高松などと連携した地域連携組織として「中国・四国地区コンベ

ンション推進協議会負担金（２万）」を立ち上げている 

ウ 行政とＣＶ協会との役割分担について 

     ・先述のとおり平成２０年度から観光協会での「窓口一本化」を図る予定 

エ 組織（構成，コンベンションを担当する職員の人員および業務内容）について 

    ・岡山コンベンションビューロー（行政内任意組織・実質 1名） 

     ※岡山観光協会（プロパー７名） 

 

 

(2)現地調査（株式会社岡山コンベンションセンター（ママカリフォーラム）   

岡山市が建設し，平成１３年度にオープンした岡山コンベンションセンター（ママカリ

フォーラム）を調査した。 

 

＜施設概要等＞ 

  ・位 置：ＪＲ岡山駅に隣接（約８０ｍ） 

  ・規 模：メインホール収容数７２０（可動式座席），ほか会議室等１０室， 

       駐車場５４０台，マンションと合築 

  ・設置者：岡山市 

  ・管 理：岡山市が株式会社岡山コンベンションセンターに委託 

  ・投資額：８２億円（うち，地下駐車場整備費２０億円。用地代は含まず） 

       ※用地は駅前土地区画整理事業を経て県から取得 

  ・運営状況：運営収入７．０億円（施設本体４．０億，駐車場ほか３億） 

       運営支出２．７億円 

        →委託料ゼロ（支出は修繕費２５０万円のみ） 

→岡山市５１％出資（５千万），年７％配当：３５０万 
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＜面談者＞ 

 ・株式会社岡山コンベンションセンター 統括部長 真壁伸介氏 

  （※真壁氏は元市職員。観光課所属当時，コンベンションセンターの建設を担当。施設

開設と同時に市を４３歳で退職し，センター職員となる。） 

 

＜調査の概要＞ 

 ①コンベンション都市の基本要件について 

・コンベンション誘致に必要なものは，第一に「主催機

能」，第二に「施設」だ 

・この点，岡山大学医学部が「主催者」としての役割を

十分に果たしており，岡山でのコンベンション開催の

原動力となっている 

・医学系コンベンションは３日程度連続して開催するの

が通例であり，消費額も多額。経済波及効果がとりわ

け大きい 

 ②コンベンションの誘致について 

・誘致で効果的なのは主催者への積極的なプレゼンだ。

医学系の学会の場合，常任理事以上の「格」がなけれ

ば主催できないので，岡山大学医学部を調査し，教授

の学会所属状況などを元に２０名の常任理事クラス

に対し意向調査したところ，うち１０名は「近くコン

ベンションを開催したい」という意向を持っていた 

・その１０名に対し，去年の開催地・規模，今年の開催

地・規模，そして数年後に岡山で開催する場合の「開

催案」を作成・プレゼンし，成果を上げている 

・ただし，この仕事はあくまで施設側の仕事であり，コ

ンベンションビューローが本来的に行う仕事ではな

いだろう（なぜならビューローは価格交渉ができない

ので「勝負」ができない。施設であればギリギリの部

分まで裁定し，その場でジャッジできるからである） 

・このようにして，当社では年間２千件程度のコンベン

ションを受け入れている 

 ③施設要件について 

・単純に「駅から近い」こと。これが最低限の基本だ。

駅から遠い施設についてはどこも運営が芳しくない。

駅からたった１ｋｍの県営「桃太郎アリーナ」ですら

岡山コンベンションセンター外観 

駅前の複合ビルの一角に位置する 
（極めて好立地） 

駅から雨に濡れずに移動できる 
（これが重要とのこと） 

７２０席と，中規模のメインホール 
（手前に見える座席は壁面収納可） 
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主催者側からしてみれば「遠い」とのことで，敬遠さ

れている。立地が命だということだ。皆，雨にはあた

りたくないということだ 

・平土間の展示ホールであれば，「講演」，「コンサート」，

「展示会」など多様なコンベンションに対応できので，

収支状況も良好だと聞く。一方，文化系ホールについ

ては，ランニングコストを賄っている事例は全国的に

も皆無だ。収支が１：３程度となっているのが通例で

ある 

・ホールを建設する場合，自前の料飲部を持つ場合があ

るが，これが失敗の最大要因となる。稼働率を考える

と厨房機能などは必ず赤字となる。そうした機能は近

傍のホテルに担わせるのが得策だ 

・分科会の会場確保も重要だ。５，０００人規模の「日

本整形外科学会」を開催した際には分科会の会場を２

０か所確保した 

・同時通訳ブースは設けていない。そもそも国際会議の

需要などごく僅かだ。必要となった場合は，業者から

ブースなどの設備を借りればいい 

・駐車場は施設内に２６０台分を確保している。また，

近くにある立体駐車場を先頃自社で取得したところだ。

このほか近傍の民間駐車場を４００台分借りられるよ

うにしている 

・分科会開催機能を強化するため隣接地にある会議場に

ついても自社で取得した 

 

 ④施設運営について 

・当社では，１７名のスタッフを擁し，プロジェクター

の設置や会場設営なども完全に行っている。これが他

施設との差異（売り物）だ。すぐ近くに「国際交流セ

ンター」があるが，そこは当社と比べて１／６の価格

設定であるにもかかわらず利用が低迷している。必要

なサービスをしていないからだ 

 

 

 

５９４席のイベントホール 

５９４席のイベントホール 

隣接建物内にある３００席の 
レセプションホール 

「２年前に収益で買い上げた」とのこと 

これも会社の収益で 
買い上げられた立体駐車場。 
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 ⑤参考事例について 

・沼津市の「キラメッセぬまづ」は大変参考になるので

調査した方が良い。テントのような簡単な施設とし，

初期投資をかなり抑えている。 

大阪の「グランキューブ」も利益を上げていると聞く 

 

・失敗事例としては「宮崎シーガイア」が有名だ。管理

費だけで年間数十億円の赤字だと聞く。静岡県営の「グ

ランシップ」の赤字も有名だ。東静岡駅に隣接してい

るとはいうものの，座席数４６００超の大規模施設で

あり，完全にオーバーキャパである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑥函館へのアドバイス 

・自分が主催者の気持ちになって考えた場合，函館では開催しない。「失敗したくない」

から施設や受け入れ環境の整った札幌で開催する 

・函館が、今、なすべきことは営業活動だろう。当市のように医療系といった確たる属性

を有していないのだから，まずは北海道内に絞って北海道大会を地道に調査し，きちん

とフォローしていくべきだろう。過去５年，１０年の大会データを（大きなホテルに聞

いて）まとめるなどデータづくりに勤しむべきだ。函館支部→道南支部→札幌支部→本

部といった地道なアプローチの先に，全国大会があるのだから。スポーツ大会も同様だ 

 

 

 

参考写真：キラメッセぬまず 

参考写真：大阪グランキューブ 

参考写真：宮崎シーガイア 

参考写真：静岡グランシップ 
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５ 倉敷市視察内容 

  都市概況 

  ・人口／４７．２万人 

  ・観光入込客数／Ｈ１８：６，７９０千人（うち宿泊１５％ １０４，７千人） 

  ・コンベンション実績／Ｈ１８：２７４件 １０５，９３８人 

   

コンベンションビューロー基礎データ 

  ・会員数／５４２ 

  ・会費収入／７００万円 

  ・市補助金／９，０００万円（うち，コンベンション部門１，９００万円） 

  ・収益事業繰入金／２，９５０万 

  ・事務局人員／１２名 専務理事：民間ＯＢ，事務局長：市ＯＢ 

事務局員：プロパー６，民間ＯＢ２，嘱託２ 

 

(1)聞き取り調査（倉敷観光コンベンションビューロー）   

 倉敷市においては行政がビューローに補助金を拠出，コンベンションに関する事業運営

はすべてビューローが実施している。 

    

 ＜面談者＞ 

 ・社団法人倉敷観光コンベンションビューロー専務理事 小野 亀氏 

・           〃        参事   鴨井 績氏        

・           〃        事務局長 岡 浩二氏 

・        〃   総務グループマネージャー 千田雅布氏 

・倉敷市経済局観光部企画観光課      課長補佐 河田 巧氏 

・        〃           主幹   坪井尚子氏 

 

＜調査の概要＞ 

 ①誘致宣伝 

ア 誘客活動の内容および事業費について（補助金以外の事業費計：７００万） 

   ・国際ミーティングエキスポ（ＩＭＥ）への出展 

     →１２５万：出展料２０万，装飾費５０万，旅費４０万，物品費１５万 

   ・中国四国地区コンベンション誘致懇談会出席 

     →６０万：出店料３０万，旅費１５万，物品費１５万 

   ・コンベンション誘致セールス活動 

     →各種団体本部事務局および国交省，文科省，ＪＡ等セールス（東京４回） 

：旅費２０万 

      →地元大学，各種団体等へのセールス（随時）：資料作成費，交通費程度 
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    ・地元情報の共有化 

      →コンベンション観光関係連絡会議：岡山コンベンションビューロー，岡山コン

ベンションセンター，コンベックス岡山，倉敷市，倉敷観光コンベンションビ

ューローの５団体で，年２回程度情報交換会を開催 

      →岡山県コンベンション誘致・開催推進に係る意見交換会：県内行政，団体，旅

行会社等２０団体で実施 

イ 宣伝活動の内容および事業費について 

   ・コンベンション用パンフレットの作成：『コンベンション支援ガイド』２千部 

   ・コンベンションホームページへの掲載：倉敷市サイトからビューローサイトにに移

設。初期投資１００万 

ウ 開催情報の収集について（産・学との連携について） 

   ・当該年度分 

→市内コンベンション施設，宿泊施設，大学，病院，団体等へアンケート送付，

年３回の調査を依頼 

    ・上記以外 

      →日本コングレスコンベンションビューロー(JCCB)発行の「コンベンション開催

意向調査」により収集 

      →ＩＭＥ，中国四国地区コンベンション誘致懇談会により情報収集 

      →セールス活動による情報収集：川崎医科大学，県，市，商工会議所，教育委員

会，その他主要施設等 

 

②受け入れ 

ア 開催補助金交付制度の内容について 

   ・市からの補助金支出形式としていたが，市補助金は予算決算の手続き上，即応性に

乏しいため，平成１９年度から制度をビューローに移管。年間１３００万 

   ・MIN：50 人～99 人：30,000 円  MAX:2,000 人超：600,000 円 

   ・大規模なコンベンションやスポーツ大会などの場合は，別枠で予算要求。 

 イ 貸付金の有無および内容について 

   ・なし 

ウ 補助金・貸付金の財源措置，負担区分について 

  ・前年実績と次年度見込みに応じて市に予算要求。不足分は，市に補正予算対応を依

頼するも，厳しい財政状況にあることから「先着順」，「足切り」等で対応している。 

   ・補助金のうち１／２は，岡山県から市に対し間接補助あり 

エ 開催ボランティア組織の有無および活動内容について 

   ・なし 

オ 多言語対応（通訳）の状況について 

   ・一般的な観光案内程度の案件に対しては，倉敷善意通訳会に依頼。 

   ・専門的知識を要する案件については，主催者が「プロ」を同行させて対応 

カ 事務局代行業務の実施の有無，内容について 

   ・なし 
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キ 開催地立候補提案書類の作成支援の有無について 

   ・対応している 

ク 事前視察受け入れの有無，支援内容について 

   ・対応している。ただし費用負担は，なし 

ケ  宿泊施設の割引の有無および内容について 

・主催団体の意向を基に，関係施設と調整している 

コ  会議施設の割引の有無および内容について 

・主催団体の意向を基に，関係施設と調整している 

   ・優先予約制度あり。公共施設の場合，条例上は１年前からの予約開始となるが，コ

ンベンションの場合は，各施設と市との協定により２年程度であれば予約を受け付

けている（施設設置条例の「その他特に認める場合」を適用） 

サ  地域におけるＰＣＯ（コンベンション等を専門的かつ総合的に組織・企画・運営し、

そのサービスを提供する法人）の有無およびＣＶ協会との役割分担について 

   ・２社あり。ビューローは主催者とＰＣＯとの調整を行っている 

シ  地域ランドオペレーターの有無およびＣＶ協会との役割分担について 

   ・地元バス会社，ボランティア団体等を含めて多数。ビューローは調整作業を行って

いる 

ス  都市紹介資料および資料袋等の提供内容について 

   ・観光資料，手提げ袋等を各種配布。年間２万～３万部配布 

セ  アトラクションの提案の有無および内容について 

   ・内容，料金等の情報を集約しており，依頼に応じて提案している 

ソ  エクスカーションの提案の有無および代表的なエクスカーションの内容について 

   ・地元バス会社，海運会社等にコンベンションの性格に合わせたプランを提案させて

いる 

    →御座船による瀬戸内海クルージング 

    →水島コンビナートの企業見学  など     

タ  飲食資料等の有無およびサービスの提供内容について 

   ・飲食ガイドを作成，配布。（年間２～３万部程度） 

・コンベンション参加者のためのプラン作成，営業時間延長，商品の割引等を店舗に

依頼している 

 

③その他 

ア 国際会議開催都市の指定の有無およびその効果，加盟負担金の額について 

     ・倉敷市は加盟していない 

イ  各種コンベンション振興団体への加盟状況，加盟負担金の額について 

     ・「日本コングレスコンベンションビューロー負担金（８万）」 

     ・「中国・四国地区コンベンション推進協議会負担金（１万）」 

ウ 行政とＣＶ協会との役割分担について 

  ・平成１８年度までは行政とコンベンション協会が連携して各々コンベンション振興

を図ってきたが，市への包括外部監査の結果，「二重行政」との指摘あり。このため
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１９年度から行政がビューローに補助金を拠出し，コンベンションに関する事業運

営はすべてビューローが実施することとなった。   

エ ＣＶ協会の事業 

    ・観光およびコンベンションの企画および調査に関すること 

    ・誘致受入れ態勢の整備 

    ・郷土産業，観光土産品の紹介 

    ・観光関係者の資質の向上 

    ・観光資源の整備開発 

    ・コンベンションの誘致と開催支援に関すること 

      →東京で開催のＩＭＥへの参加 

      →中・四国誘致協への強力 

      →近隣の大学，医療機関へのＰＲ，開催依頼 

      →各種パンフの作成，キャリーバッグの配布 

      →公的施設への特別申請 

      →大会歓迎看板の設置 

      →市内企画会社へのアプローチ 

      →開催支援補助金の交付 

      →コンベンション改正予定カレンダーの作成 

      →コンベンション情報ホームページの作成 

      →コンベンションセールス活動 

    ・フィルムコミッションのロケ誘致，強力 

    ・市から指定管理および委託を受けた施設管理事業（事業収入７，８５８万円） 

    ・物品等の販売（９３６万：観光茶席，飲料水等販売手数料，雑収入） 

 

④その他聞き取り事項 

  ア 地域間連携について 

・倉敷はコンベンション施設が少ないので，岡山市と連携しながら，相互補完の関係

を構築している（大規模は岡山，小規模は倉敷） 

・今後，必要なのは地域間連携だ。当地では１０年前から倉敷・尾道・福山と連携し，

各種のＰＲに努めてきたが，その結果，ＪＲの旅行商品として「倉敷・尾道・福山

～瀬戸内旅情～」が企画開発され，大人気を博した（歌をつくってＣＤ化もした） 

 イ コンベンション誘致について 

・神戸，仙台，岡山で，コンベンションの地域間競争が激化している 

・岡山の強みは岡山大学医学部に全国レベルの教授がいるということだ。有力教授が

退官する２～３年前に誘致攻勢をかけるのが効果的だ（退官前に一度は地元で…の

思いが強いため）。また，地元の川崎医科大学の力も大きい 

・倉敷がコンベンション開催地として選ばれる理由は，「交通の便が良い」，「中国・四

国地区の結節点にある」，「アフターコンベンションの資源が豊富」などだ 
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・アクセス面では岡山から車で４０分程度，電車で２０分程度と好立地にあり，市民

会館などの施設も駅から数分と，恵まれている。 

・コンベンションの１人あたり消費額は４万円程度とかなり高額。経済波及効果は１

億ぐらいであればすぐに達成できる。 

・ただし，誘致活動をしても，実際にその効果が現れるのは３～５年かかる。 

・誘致はトップセールスも効果的。 

 ウ コンベンション施設について 

・倉敷の施設は座席数２０００の（老朽化した）「市民会館」，座席数７００の「芸文

館」，座席数４００の「公民館」が主体である。だが，年に１～２度開催される大規

模コンベンションのために，大きなハコを作る必要はないと考えている。 

 

 

(2)現地調査（倉敷市民会館）   

倉敷市のコンベンションのメイン施設は，昭和４０年

代前半に建設された「倉敷市民会館」。老朽化が進んでい

たが，平成２０年８月から１年間かけて大規模改修する

とのこと。 

 調査日当日は，翌日開催の「第 5 回国内観光活性化フ

ォーラム」（主催：社団法人全国旅行業協会）の準備作業

に追われていた。 

 

＜施設概要等＞ 

  ・位 置：ＪＲ倉敷駅から徒歩２０分（約１５００ｍ） 

  ・規 模：メインホール収容数１９９６（固定式座席）

ほか会議室等１０室，駐車場１８０台 

  ・設置者：倉敷市 

  ・管 理：倉敷市が指定管理者(倉敷市文化振興財団）に

委託 

 

 

 

 

 

 

 

 

倉敷市民会館外観 

１９９６席の大ホール 

展示室 
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（参考：倉敷市美観地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■倉敷美観地区を視察 
  
・電柱や電線がない美しい景観。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・路地裏に入ると電線だらけ。何故かほっとする。 
 
・だが，来年度，国土交通省の「まちづくり交付金
でここも電線の地中化を図るとのこと。 
 
・ただ，地域のまちなみ保存会のメンバーからすれ
ば，「要らないことをするな。このままの姿がいい
んだ！」との意見もあって，事業推進に難航しそ
うな雰囲気とのこと。 
 
・倉敷でもライトアップ事業を行っているが，それ
も事業推進に難儀したとのこと。地元としては「夜
にうろうろするな」「夜は暗いからいいんだ」との
意見が強かったらしい。 
 
・こうした経過から，倉敷市では事業名称を「ライ
トアップ」ではなく「夜間景観照明」と変更し地
元理解を得たとのことだ。 
 
 
・やはり美しい。さすが日本有数の観光都市。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・左：居酒屋のディスプレイ。雰囲気がよろしい。 
 
 
 
・右：「倉敷ランチ」の看板。市内の飲食店２１店舗
が共催でランチ料金を１５００円に統一。「お得感
が高いメニューだ」とのことで人気を博し，２か
月半の期間で３万人の利用を見込むとのこと。参
考になる。（立派なガイドブックも製作している） 
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６ 佐世保市視察内容 

  都市概況 

  ・人口／２５．４万人 

  ・観光入込客数／Ｈ１８：４，７２０千人（うち宿泊２７％ １，２８０千人） 

  ・コンベンション実績／Ｈ１７：１８件 ９，５７３人（補助金支出ベース） 

   

コンベンションビューロー基礎データ 

  ・会員数／約４５０ 

  ・会費収入／５３５万円 

  ・市補助金／１６，９５０万円 

  ・事務局人員／１０名 常務理事（事務局長兼務）：市派遣 

事務局員：市派遣１，プロパー５，民間出向３（経費の 1/2 

は市が補助） 

 

(1)聞き取り調査（財団法人佐世保観光コンベンション協会）   

 佐世保市においては行政がビューローに補助金を拠出，コンベンションに関する事業運

営はすべてビューローが実施している。 

    

 ＜面談者＞ 

 ・財団法人佐世保観光コンベンション協会  常務理事 伊藤和夫氏 

・         〃          参事   鴨井 績氏        

・    〃 観光誘致・コンベンション部 課長   野田博之氏 

・佐世保商工観光部観光課 観光係     主事   平岡恭子氏 

 

＜調査の概要＞ 

 ①誘致宣伝 

ア 誘客活動の内容および事業費について（コンベンション事業費総額：１０００万） 

   ・国際ミーティングエキスポ（ＩＭＥ）への出展 

     →長崎市と合同出展 

       ※地域間連携を行っている（佐世保単独では「勝負」できないため） 

   ・６地区合同コンベンションセミナーの開催 

     →ブロック持ち回りの大会誘致で競合しない仙台，新潟，松本，びわこ，高松と，

佐世保・長崎が連携し，東京で「６地区合同コンベンションセミナー」を開催。 

イ 宣伝活動の内容および事業費について 

   ・コンベンション用パンフレットの作成 

   ・コンベンションホームページへの掲載（今年度大幅にリニューアル） 
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ウ 開催情報の収集について（産・学との連携について） 

   ・コンベンション誘致セールス活動 

     →県観光連盟に観光誘致・コンベンション部長を出向させ，県内情報を収集させ

ているほか，同部長は月の半分を東京での誘致活動に割いている。 

      →地元大学，各種団体等へのセールス（随時） 

    ・ダイレクトメールの配布 

      →ＪＣＣＢのリスト等から，東京に事務局のある団体や九州支部のある団体など

１８００件を抽出，年３回ＤＭ配布。回答率は３％程度とのこと（特典付きと

した際５～６％となった） 

 

②受け入れ 

ア 開催補助金交付制度の内容について 

   ・市からの補助金支出形式としていたが，市補助金は予算決算の手続き上，即応性に

乏しいため，平成１６年度から制度をビューローに移管。年間４００万 

   ・宿泊延べ人数 MIN：100 人～199 人：10 万円  MAX:3,000 人超：3百万円 

    →宿泊施設からの「宿泊施設利用証明書」の提出義務あり。拍数証明の事務が繁雑

であることから１泊の場合は「参加者名簿」で代替するも可（この方式を採用す

る事例が圧倒的に多い）。 

 イ 貸付金の有無および内容について 

   ・なし 

ウ 補助金・貸付金の財源措置，負担区分について 

  ・前年実績と次年度見込みに応じて市に予算要求。不足分は，市に補正予算対応を依

頼。 

   ・補助金のうち１／２は，長崎県から市に対し間接補助あり 

エ 開催ボランティア組織の有無および活動内容について 

   ・なし 

オ 多言語対応（通訳）の状況について 

   ・なし 

カ 事務局代行業務の実施の有無，内容について 

   ・させぼパールシー株式会社（市が５０％出資）が，当該業務を有料で実施。１人あ

たり５００円＋通信費等実費 

    →業務内容：組織委員会の設立，会場及び宿泊手配，参加者登録，看板作成，当日

運営，印刷物作成ほか 

    →平成１８年度実績：２件７００名と利用状況は低調。 

    →同社では２名専任体制で業務を遂行 

 キ 開催地立候補提案書類の作成支援の有無について 

   ・対応している 

ク 事前視察受け入れの有無，支援内容について 

   ・長崎県，長崎市と合同で「長崎県コンベンション施設視察ツアー」（首都圏から関係

者を１泊２日で招へいするツアー）を開催。費用は５万円程度かかるが，１万円の

参加費を徴収して実施。 
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   ・１０団体招へいして，決定するのは２件程度。 

   ・開催が有力な団体には，佐世保単独で実施する場合もある（意向聴取はＤＭ）。 

ケ  宿泊施設の割引の有無および内容について 

・なし。ハウステンボス内で開催されるコンベンションの場合は，宿泊事業レベルで

柔軟に対応しているようだ。 

コ  会議施設の割引の有無および内容について 

・なし。 

   ・優先予約制度あり。公共施設の場合，条例上は１年前からの予約開始となるが，コ

ンベンションの場合は，各施設と市との協定により２年程度であれば予約を受け付

けている（施設設置条例の「その他特に認める場合」を適用） 

サ  地域におけるＰＣＯ（コンベンション等を専門的かつ総合的に組織・企画・運営し、

そのサービスを提供する法人）の有無およびＣＶ協会との役割分担について 

   ・先述の「させぼパールシー(株)」 

シ  地域ランドオペレーターの有無およびＣＶ協会との役割分担について 

   ・「させぼパールシー(株)」ほか数社 

ス  都市紹介資料および資料袋等の提供内容について 

   ・観光資料，手提げ袋等を各種配布。 

セ  アトラクションの提案の有無および内容について 

   ・よさこい，太鼓，ジャズなど佐世保ならではの団体を紹介 

ソ  エクスカーションの提案の有無および代表的なエクスカーションの内容について 

   ・ハウステンボス，九十九島巡りなど多彩 

タ  飲食資料等の有無およびサービスの提供内容について 

   ・飲食ガイドを作成，配布。 

    →１年更新で作成。会員は５千円，非会員は１万円で掲載。このガイド作成を通じ

て会員誘致を図っている。 

 

③その他 

ア 国際会議開催都市の指定の有無およびその効果，加盟負担金の額について 

     ・佐世保市は加盟していない 

イ  各種コンベンション振興団体への加盟状況，加盟負担金の額について 

     ・「日本コングレスコンベンションビューロー負担金（８万）」 

ウ 行政とＣＶ協会との役割分担について 

  ・行政は「方針決定」，協会は「実働部隊」という役割分担。   

エ ＣＶ協会の事業 

    ・観光客の誘致および受け入れ 

・コンベンションの誘致および主催者に対する支援 

・観光コンベンション都市佐世保の広報 

・観光およびコンベンション調査，企および開発 

    ・佐世保市からの委託による受託事業の管理運営 

・不動産賃貸借事業 
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・索道事業の経営 

（観光誘致・コンベンション部の事務分掌） 

 →国内外の観光客誘致（宣伝隊の派遣，ＰＲグッズ作成など） 

 →修学旅行誘致（誘致セールス，誘致資料の作成など） 

 →エージェントタイアップ（旅行ＡＧＴによる観光商品づくり） 

 →観光船の誘致，受け入れ 

 →コンベンション誘致活動（地元・首都圏への誘致セールス，主催者招へい，コン

ベンションセミナー，事前視察の受け入れなど） 

 →コンベンションのデータベース（会議場，展示場，宿泊施設，観光施設，飲食店

など）の管理 

 →コンベンションスケジュールの作成および会員への情報発信（カレンダー 

→コンベンション主催者に関する支援（キャリーバッグ，パンフ準備など） 

 →コンベンション関連事業者の紹介，斡旋 

 →コンベンション開催補助金の交付 

 →長崎県及び県観光連盟との業務連携 

 

 

(2)現地調査（長崎県立シーサイドホール アルカス佐世保）   

佐世保のコンベンションのメイン施設であるアルカス

ＳＡＳＥＢＯは，県立のホールと市立の地域交流センタ

ーからなる複合施設。２００１年の開設後は，２千席の

大規模ホールをコンベンション開催の起爆剤としてフル

活用する目論見だったが，開設後６年を経過した今日の

利用形態はコンサートや市民の文化系行事に多用される

「市民会館」的活用が専らとなっているとのこと。 

 

  ＜面談者＞ 

 ・財団法人佐世保地域文化事業財団  

管理係長 奥山秋則氏 

 

＜施設概要等＞ 

  ・位 置：ＪＲ倉敷駅から徒歩３分（約１５０ｍ）。駅周

辺再開発・国鉄清算事業団からの買い上げ地。 

  ・規 模：メインホール収容数２０００（固定），中ホー

ル５００（固定），イベントホール３５０（平

土間），会議室等８室，和室２，茶室ほか 

       駐車場５５台（地下），地上６階，地下１階（建

築延面積２２，５９８㎡） 

アルカス佐世保外観 

２０００席のメインホール 

５００席の中ホール 
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  ・設置者：ホール：県，地域交流センター：市 

  ・管 理：ホールは，県が市に事務委託。施設全体は，

市が指定管理者（財団法人佐世保地域文化事

業財団）に委託 

  ・建設経過： 

    １９８８：佐世保駅周辺定住拠点緊急整備構想調査策

定（国鉄清算事業団用地の活用，再開発事

業，定住・交流センター建設事業） 

    １９９１：市議会で市長が定住・交流センター内での

市民会館建設を答弁 

    １９９３：定住交流センター基本設計完了 

    １９９４：文化ホール部分の県営事業化を県に陳情 

→県が受諾 

       １９９５：県・市において県民文化ホール・地域交流

センター（仮称）の建設に関する覚書締結。

設計コンペ実施→業者決定 

    １９９６：市に文化交流か設置，施設の管理運営計画

等策定着手 

    １９９６：基本設計完了 

    １９９７：実施設計完了 

    １９９８：建設工事着手 

    １９９９：運営主体 (財)佐世保地域文化事業財団を

設立 

    ２０００：建設工事完了（９月） 

～2001.3 施設オープン 

    ２００６：指定管理者制度に移行 

  ・建設費用：１５２億円（備品を除く） 

→ 県：１２９億，市：２３億 

  ・管 理 費：約４．７億円／年 

（一般管理費 2.6 億＋事業費 2.1 億） 

  ・収  入：約２．１億円／年 

（事業収入 1億＋利用料金 1.1 億） 

※市委託料等は２．６億 

  ・職 員 数：２０名（プロパー１０，嘱託１０） 

 

 

３５０席のイベントホール 

大会議室（３か国同時通訳可。しか
しほとんど利用されていない様子） 

交流スクエア 
（市民ギャラリーとして活用） 

和室 
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 ＜運営状況＞ 

  ・１５０億の立派な施設が建設出来たのは，佐世保に新幹

線が来ないことへの県の代償措置だといわれている。 

  ・施設の利用形態としては音楽での利用が専らだ。全体の

稼働率は６０％程度。 

  ・飲食提供についてはホテル関係の飲食テナントを入れて

いたので柔軟に対応できたが，それが撤退された現在は，

ホテル等からの持ち込みで対応している。 

  ・駐車場が５５台と非常に少ないが，ＪＲ駅そばゆえ特に

不自由はしていない。近傍に民間駐車場も多数ある。 

  ・自主事業を年間５５本催行しているが，やればやるほど

赤字という状況。財団の設立趣旨からして，それをやめ

るわけにもいかないので苦慮している。 

  ・２千席を満席にするイベントは稀だ（ＢＥＧＩＮ，綾戸

智絵，矢沢永吉ぐらいか）。クラシックなどで満席にす

るのは完全に無理（良くて４０％ぐらいか） 

 

 

 

（参考：佐世保バーガー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茶室 

リハーサル室 

佐世保駅構内に鎮座する 
「佐世保バーガーモニュメント」 

かなり大きい。珈琲付きで９４５円 

後学のため食する。 
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７ 長崎市視察内容 

  都市概況 

  ・人口／４４．８万人 

  ・観光入込客数／Ｈ１８：５，６９９千人（うち宿泊４４％ ２，５３３千人） 

  ・コンベンション実績／Ｈ１８：９８２件 ３３６，１５４人 

   

コンベンション協会基礎データ 

  ・会員数／約４８４ 

  ・会費収入／２，６３９万円（市 635 万，会議所 200 万，一般会員 1,804 万） 

  ・市補助金／６，７８９万円 

  ・特別会計収支／＋２，５５８万 

  ・事務局人員／２０名 事務局長：市派遣 

事務局員：市派遣２，プロパー６， 

民間出向１（ＰＣＯからの出向。経費は全額協会負

担），嘱託１０ 

             ※市派遣の３名については，２０年度から 1名に。減２名分は人

件費相当を補助金増額措置。任期付き公募職員と民間出向者を

採用する予定とのこと。 

 

(1)聞き取り調査（社団法人長崎国際観光コンベンション協会）   

 長崎市においては行政がコンベンション協会に補助金を拠出，コンベンションに関する

事業運営はすべてビューローが実施。「行政はコンベンションにノータッチ。カネは出す

がクチは出してこないのでフリーハンドで振興策を展開している」とは担当者の言。 

    

 ＜面談者＞ 

 ・社団法人長崎国際観光コンベンション協会 事務局長 外園秀光氏 

・    〃  事務局次長兼コンベンション誘致課長 藤田庄三氏        

 

＜調査の概要＞ 

 ①誘致宣伝 

ア 誘客活動の内容および事業費について（事業費３１８万円） 

   ・国際ミーティングエキスポ（ＩＭＥ）への出展 

     →佐世保市と合同出展 

       ※地域間連携を行っている（佐世保単独では「勝負」できないため） 

   ・６地区合同コンベンションセミナー（首都圏）の開催 

     →ブロック持ち回りの大会誘致で競合しない仙台，新潟，松本，びわこ，高松と，

長崎・佐世保が連携し，東京で「６地区合同コンベンションセミナー」を開催。 
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   ・福岡市でのコンベンションセミナーの開催 

     →九州大会・ブロック持ち回り全国大会の誘致を目的に，各団体の九州支部，大

学教授，ＰＣＯ，旅行代理店を対象に説明会を開催 

   ・長崎市内でのコンベンションセミナーの開催 

     →施設見学会，関係者懇談会のほか，スポーツ関係団体の説明会を開催 

イ 宣伝活動の内容および事業費について（事業費４００万） 

   ・コンベンション用パンフレットの作成 

   ・コンベンションホームページの充実（横浜市を参考にリニューアル） 

ウ 開催情報の収集について（産・学との連携について） 

   ・長崎市内での誘致活動 

     →構築済みのコンベンションデータベースを活用し，市内の関係団体，事務局へ

の訪問誘致活動を実施。（長崎大学４１２件，その他大学７９件，各種団体９８

件） 

   ・電子メール，ダイレクトメールによる情報発信 

     →助成金制度の変更点やセミナー案内を２０００件送信 

   ・首都圏コンベンション主催事務局訪問 

     →首都圏の主催事務局等を６０件訪問 

 

②受け入れ 

ア 開催補助金交付制度の内容について（事業費２，９８０万） 

   ・平成１２年度に制度創設。 

   ・宿泊延べ人数 MIN：200 人～299 人：20 万円  MAX:3,000 人超：3百万円 

    →宿泊施設からの「宿泊施設利用証明書」の提出義務あり。拍数証明の事務が繁雑

であることから１泊の場合は「参加者名簿」で代替するも可（この方式を採用す

る事例が圧倒的に多い）。 

   ・「スポーツ大会開催補助」，「オフシーズン開催補助」，「アトラクション出演料補助」

の制度もあり。オフシーズン開催補助については需要が少ないので廃止の方向で

検討中とのこと。 

 イ 貸付金の有無および内容について 

   ・最大２００万円 

→原資は市からの無利子融資など 

ウ 補助金・貸付金の財源措置，負担区分について 

  ・前年実績と次年度見込みに応じ市に予算要求。不足分は補正予算対応を依頼。 

   ・補助金のうち１／２は，長崎県から市に対し間接補助あり（オフシーズン補助とア

トラクション補助は協会直営事業） 

エ 開催ボランティア組織の有無および活動内容について 

   ・なし。今年８月に５０００人規模の「外科学会」開催予定だが，その対応協会のた

め登録制ボランティアの仕組みを検討中 

オ 多言語対応（通訳）の状況について 

   ・なし。コンベンションの通訳は専門家が行うのが通例。 
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カ 事務局代行業務の実施の有無，内容について 

   ・エージェントの領域ゆえ，なし。 

 キ 開催地立候補提案書類の作成支援の有無について 

   ・要望があれば対応する。 

ク 事前視察受け入れの有無，支援内容について 

   ・長崎県，佐世保市と合同で「長崎県コンベンション施設視察ツアー」（首都圏から関

係者を１泊２日で招へいするツアー）を開催。費用は５万円程度かかるが，１万円

の参加費を徴収して実施。１０団体招へいして，決定するのは２件程度。 

   ・国際会議キーパーソン招へい事業 

    →ＪＮＴＯ主催プログラムの受け入れ。７名参加 

    →招へいできなかったキーパーソンについては，東京で商談会を開催（４名） 

ケ  宿泊施設の割引の有無および内容について 

・なし。エージェントの領域ゆえ。 

コ  会議施設の割引の有無および内容について 

・なし。 

   ・優先予約制度あり。公共施設の場合，条例上は１年前からの予約開始となるが，コ

ンベンションの場合は，各施設と市との協定により２年程度であれば予約を受け付

けている（施設設置条例の「その他特に認める場合」を適用） 

サ  地域におけるＰＣＯ（コンベンション等を専門的かつ総合的に組織・企画・運営し、

そのサービスを提供する法人）の有無およびＣＶ協会との役割分担について 

   ・福岡市内に３社あり。 

シ  地域ランドオペレーターの有無およびＣＶ協会との役割分担について 

   ・数社あり。 

ス  都市紹介資料および資料袋等の提供内容について 

   ・観光資料，手提げ袋等を各種配布。 

セ  アトラクションの提案の有無および内容について 

   ・長崎ブリックホールに登録している団体に対し名簿公表の可否を照会，可とした団

体をくまなく紹介している。 

ソ  エクスカーションの提案の有無および代表的なエクスカーションの内容について 

   ・提案する。さるく系やグラバー園パーティなどを提案。野外パーティができる空間

を増やしていく方向で取り組んでいる。 

タ  飲食資料等の有無およびサービスの提供内容について 

   ・飲食ガイドを作成，配布。 

    →広告代理店に買い取り方式で製作を依頼。コンベンション用（高級），一般用の２

種類を製作（１年更新）。会員は１万円，非会員は２万円で掲載。このガイド作

成を通じて会員誘致を図っている。暴力団系のトラブルを排除するため，広告代

理店には，掲載希望者の警察への照会を義務づけている。 

    →ポケット版での製作を考えていたが，代理店が広告を増やすため大きなサイズで

製作してしまった。添付のクーポンは煩雑なのでやめる方向。 

 

 



 - 25 - 

③その他 

ア 国際会議開催都市の指定の有無およびその効果，加盟負担金の額について 

     ・加盟している。 

→年間３６０万支出しているが，効果が薄いので本年度限りで脱会予定。以前は市

と協会で２口，計７２０万支出していたが，市は３年前に脱会。 

イ  各種コンベンション振興団体への加盟状況，加盟負担金の額について 

     ・「日本コングレスコンベンションビューロー負担金（８万）」 

ウ 行政とＣＶ協会との役割分担について 

  ・担当者曰く「行政はコンベンションにノータッチ。カネは出すがクチは出してこな

いのでフリーハンドで振興策を展開している」。  

エ ＣＶ協会の事業 

・観光資源の保護開発の促進 

・観光及びコンベンション施設の設備促進 

・観光及びコンベンション事業の調査研究並びに情報の収集伝達 

・国際会議観光都市長崎の広報及び宣伝紹介 

・内外観光客の誘致接遇及び内外コンベンションの誘致支援 

・観光及びコンベンションに関する出版物の発刊 

・観光及びコンベンションに関する観念の普及啓発 

・郷土芸能及び年中行事の育成保存 

・観光土産品の宣伝及び開発奨励 

・観光及びコンベンション事業従業員の資質の向上 

・観光案内所その他観光及びコンベンション施設の経営又は受託運営 

・外客受入れのための観光及びコンベンション施設に関する情報提供 

・国、地方公共団体に対する献策及び協力並びに関係団体との連絡調整 

・その他本会の目的達成に必要な事業  

 

④その他聞き取り事項 

 ・長崎市にとってコンベンション誘致は「命題」。 

  ・コンベンションの「誘致」と「受け入れ」は不可分。できるかぎりワンストップで対

応しなければ，お客に逃げられる（現に事例あり）。 

  ・コンベンション誘致には「人脈」が最も重要。人と人のつながりを強化していく方向

性で取り組むべきだ。 

  ・誘致には「情報」も鍵となる。このため構築済みのデータベースを使いやすく再構築

する予定。 

 

 

 

 

 




